
SPL-M100

オンラインSPE-GC
システム

メタボローム分析用

製品の仕様・外観・構成等は改善のため予告なしに変更する場合があります。カタログ中に記載の社名または製品名は各社の登録商標または商標です。

製品に対するお問合せは弊社または代理店までご連絡ください。

■ SPL-M100 仕様

大きさ

電源・消費電力

ソフト用PCスペック

処理検体数

送液

使用ガス

設置環境

メインユニット 幅340 mm　奥行560 mm　高さ520 mm（設置面よりの高さ）

送液部 幅390 mm　奥行570 mm　高さ410 mm

100 V　（500 VA）

WindowsXP以降

最大50検体

シリンジ方式

N2ガスまたは不活性ガス

温度 ： 18～28 ℃

湿度 ： 40～70 %RH　ただし結露しないこと。

その他 ： 塵、振動、空間ノイズ、腐食性ガスなどの妨害要素の少ない環境が望ましい。

別途GC用大量注入口装置LVI-S250（別売）が必要となります。

（LVI-S200をお持ちの場合はアップグレードで対応可）
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固相抽出装置がGC /M Sに搭載され、

オンライン全自動処理を実現。

試料をセットするだけでGC /M S分析まで全自動化。

固相誘導体化法を用いた
オンラインSPE-GC/MSシステム
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SPL-M100

■〝固相誘導体化法〟は、さまざまな分野での活用が期待できます

■メタボローム分析用オンラインSPE-GCシステム

アミノ酸と有機酸をイオ

ン交換相互作用により固

相に保持

水-ACNで固相に残存し

ている非イオン性化合物

を除去

ACNで固相に残存してい

る水分を除去

誘導体化試薬を固相に

含侵させて、目的成分を

固相中で誘導体化
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試料負荷&保持 洗 浄 脱水／1分 誘導体化／2分 溶 出
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Flash-SPE
（固相ミニカートリッジ）

Flash-SPE

オンラインSPE-GCのために専用開発された

固相カートリッジです。充填量が2～5 mgと非

常に少なく、コンパクト設計のFlash-SPEと大

量注入口LVI-S250により試料の全量注入を可

能にします。

全量注入を可能にする
Flash-SPEカートリッジ

誘導体化

2分

脱 水

1分

固相誘導体化法 特許登録

固相誘導体化



■ Flash-SPE固相セットエリア■ 試料セットエリア（試料の採取）

■ 溶出と同時にGCへ注入 ■ 固相の廃棄箱

■効率化を追求した

　ワーキング・レイアウト

ハードウェアの機能・特徴
ロボットアームによるサンプル直接大量注入が可能。

既存のサンプルトレイをそのまま使用可能。

また既存のオートサンプラーに乗せ換えることで、従来の分析にも使用できます。

各箇所にセンサーを設置して、動作上のトラブルを未然に防ぎます。

各工程（コンディショニング、試料吸引負荷、洗浄、窒素通気、溶出）

専用のノズルを用いることでスムースな多段通液処理を行います。

固相のコンディショニング・精製・乾燥・溶出

からGC/MS注入まで処理を全自動化する

ために考えられたワーキング・レイアウト。

また、送液には各溶媒専用のシリンジポン

プを搭載し、混液の心配がありません。

■各種ノズルにより多段通液を可能に
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■前処理（自動前処理時間5～10分）

～GC/MS分析までを完全自動化

■オンライン固相誘導体化法

誘導体化してから注入す
るまでの時間が常に一定

GC/MS
スパイラル（胃袋型）インサート

GC注入口 LVI-S250

シリンジポンプ

固相抽出
Flash-SPE

STEP ❺

溶 出

ヘキサン
アミノ酸と有機酸をイオ

ン交換相互作用により固

相に保持

STEP ❶

試料負荷&保持

試 料

水-ACNで固相に残存し

ている非イオン性化合物

を除去

STEP ❷

洗 浄

Water-ACN

非イオン性化合物

ACNで固相に残存してい

る水分を除去

STEP ❸

脱水／1分

ACN

H 2O

誘導体化試薬を固相に

含侵させて、目的成分を

固相中で誘導体化

STEP ❹

誘導体化／2分

MSTFA

試料を
バイアルに入れ、
SPL-M100にセットするだけ

全量注入

分 析

抽 出

SPE-GC/MS

誘導体化脱 水

50
UP TO

Sample・Elution

100
UP TO

Flash-SPE

試料セットエリア

ワーキングエリア

溶出・注入エリア
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ベースプレートを分離させることにより、既存の

オートサンプラーを用いて前方注入口を使用す

ることが出来ます。

■オートサンプラーの使用

ために

また、また、

ためにためにために

また、また、

プを搭プを搭

■メタボロミクスにおける前処理・誘導体化の現状と改善の提案

前処理操作について
固相誘導体化法による

迅速化・自動化を実現

SPE-GCによる誘導体化から測定までの

オンライン化を実現

遠心濃縮・凍結乾燥・誘導体化等前処理工程が煩雑で、時

間を要し、さらには熟練された技術や経験が必須となるこ

とが、現状の大きな課題となっています。

多検体の測定について

多検体の誘導体化をバッチ処理した場合、各々の検体に

おいて誘導体化後から測定までの時間が異なってしまう。
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固相誘導体化法性能評価

● SCANトータルイオンクロマトグラム

● 再現性

Fig.  オンライン固相誘導体化法SPE-GC/MSシステムにより得られた混合標準水溶液 (バイアル中濃度

0.02nmoL/μL )のSCANトータルイオンクロマトグラム

Table  オンライン固相誘導体化法SPE-GC/MSシステムにより得られた混合標準水溶液のピーク面積値と

そのRSD ( %, n=9 )

●直線性

Fig.   濃度と面積値の関係

● pHによる影響

Fig.   pHと相対面積値の関係

■糖類の一斉分析

● SCANトータルイオンクロマトグラム

Fig.  オンライン固相誘導体化法SPE-GC/MSシステムにより得られた混合標準水溶液 (バイアル中濃度

0.02nmoL/μL )のSCANトータルイオンクロマトグラム

そのRSD ( %, n=9 )
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■アミノ酸・有機酸・核酸塩基の一斉分析
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■マウス血清

● SCANトータルイオンクロマトグラム

Table  オンライン固相誘導体化法SPE-GC/MSシステムにより得られたマウス血清のSCANトータルイオン

クロマトグラム

● 添加回収試験

Table  マウス血清の抽出液に添加して

得られた回収率 ( % ) 

● 試料負荷量

Fig.  試料負荷量 ( 10, 20, 40, 80 μL ) とピー

ク面積値の関係

● 重ね描き定量イオンクロマトグラム

Fig.  本システムを用いて得られたマウス血清の

定量イオンクロマトグラムの重ね描き ( n=9 )

●試料：50μL（50mg）

●振とう（37℃, 30min）

●遠心分離（14000rpm、５min）

●分取：上澄み液：250μL

●バイアル

・ 添加 水 150μL

・ 添加 ACN 800μL

・ 添加水 250μL

得ら得られた回収回収率 率 ( ( % ) ) 

● 再現性

Table  オンライン固相誘導体化法SPE-GC/MSシステムにより得られたマウス血清のピーク面積値とその

RSD ( %, n=9 )

1st 抽出 2nd  自動誘導体化・測定

●分取：40μL

●バイアル

バイアルを
サンプルトレイに
セットするだけ 

● Flash-SPE ACX-3mg

●固相誘導体化反応 2min

●GC/MS：LVI-Split（１：５０）

・ コンディショニング

・ 水 100μL

・ アセトニトリル 100μL

・ 洗浄 水-ACN（１/４） 100μL

・ 脱水 ACN 100μL

・ 含侵 Methoxyamine-Pyridine-MSTFA 8μL

・ 溶出 アセトン ヘキサン（１/４） 40μL
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独自のインサート形状により、

最大200 µLまでの注入が可能

LVI-S250
For Gas Chromatography

スパイラル（胃袋型）インサートを搭載

GC用大量注入口装置

大量注入 スプリットモード

使用目的と固相の種類 

試料を液体状態でインサート内に

保持しするため濃縮が自由自在。

また、低い温度でカラムへ導入で

きるため、熱に弱い物質にも対応

できます。

動作状況をリアルタイム

で表示。

スケジュールを直接入

力（シーケンスファイル

として保存可能）。

処理したいサンプルに

チェックを入れ、スタート

をクリック。

メソッド・シーケンス作成や環境設定。

固相（充填剤）

C-18など

フリット

※入数は各100個

配管

ストレート構造により通

液や乾燥がスムーズ。効

率のよい前処理を実現。

■ 大幅な感度向上による低濃度試料の高感度分析

■ 試料の少量化や濃縮操作の省略による前処理の迅速化

■ インサート内で誘導体化が可能

■ 大量注入をはじめ、様々な注入方法にも対応

■ 試料や溶液がスムーズに流れる直線的構造

■ 通気乾燥が早い（30秒）

■ 自動化に最適化されたシンプルな構造

■ 2～5 mgという少量の固相充填量

■ 上下両端から配管やニードルの連結が可能

Flash-SPE

ソフトウェアの機能・特徴

SPL-M100

PC プリンター

Flash-SPE
For Online SPE-GC

オンラインSPE-GC用固相カートリッジ

充填量が少なく無駄のない分析が可能

注入口温度を溶出

溶媒の沸点より低

く設定し、溶出液を

溶出溶媒を気化さ

せながら排出し、目

的成分を濃縮して

注入口温度を上げ

て、スプリットしな

がら目的成分をカ

高沸点の來雑成分

はスプリットで除去

する。

注 入 濃 縮 除 去スプリット導入

1st Stage 2nd Stage 4th Stage3rd Stage

目的物質

夾雑物

容量0.6 mL

スパイラルインサート

※原寸大

注入口本体

コントローラ

ボックス

※原寸大

（固相ミニカートリッジ）

フリット

ニードル

両端がプレスフィット。

しっかりとした連結が可能

で、自由度のある設計。

連結機能

4cm

アミノ酸

アミン類

核酸塩基

有 機 酸

脂 肪 酸

糖 類

●

●

●

●

●

●

●

●

●

×

×

×

×

×

×

●

●

●

Flash-SPE
ACXs

Flash-SPE
CXs

Flash-SPE
AXs

溶出・GC注入時

品　名対　象

●直感的で使いやすいソフトウェア

●メソッドの作成が可能 ● 各種ログ機能により運転状態を記録

ログファイルが1カ月単位で自動に保存されるた

め、管理が容易です。

■ 運転ログ＆エラーログ■ プリセット登録されたメソッド一覧

○ アミノ酸・有機酸・核酸塩基・糖類の一斉分析

○ アミノ酸・有機酸・核酸塩基の一斉分析

○ アミノ酸・核酸塩基の一斉分析

○ アミノ酸の分析

○ 有機酸の分析

○ 脂肪酸の分析

○ 核酸塩基の分析

○ 糖類の分析

シーケンスやログなどの印刷ができるため、文書管

理や装置の管理に役立ちます。

■ 印刷機能

各種印刷

シーケンスログ エラーログ

その他、オリジナルメソッドの作成も可能。

使用頻度高いメソッドを登録しておくことで、

誰でも簡単に作業が行えます。

スケジュール

モニター

メニューバー

便利な機能で
柔軟に対応
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特許登録


